
１　中期経営目標達成に向けたサービス向上・利用促進等の取組

 (1)　実績

　

 (2)　令和６年度における取組内容の見直し等

実施内容

＜白山青年の家＞
 ・予約受付業務のＤＸ化（予約台帳のデジタル化を行い予約受付サービスの向上を図る）
 ・関係機関と連携した広報活動（白山市観光文化スポーツ部ジオパーク・エコパーク推
   進課、白山市観光連盟等と積極的に連携し、効果的な広報活動を推進する）

＜白山ろく少年自然の家＞
 ・安全．安心な施設運営(危機管理マニュアルの改善．避難訓練．職員研修の充実)
 ・豊かな自然と触れ合えて、安全に配慮された活動場所の開発
 ・利活用の促進(魅力あるプログラム開発と指導改善．積極的な広報、周知)
 ・利用者の声をいかしたサービス充実(利用団体全てにアンケートを依頼し、計画、改善点
　 に活かす)

石川県立白山青年の家・白山ろく少年自然の家の令和５年度管理状況

　施設所管課 教育委員会生涯学習課

　施設管理者 一般財団法人白山市地域振興公社　理事長　北村　潔

　指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日

②　広報活動

施設情報提供、広報、報告

＜白山青年の家＞
・スマートフォン対応のホームページとして全ページを刷新。
・ホームページのhttps化による、セキュリティの強化。
・学校などに施設利用のパンフレット配布。
・自主事業「さとやまサロン友の会」の継続による、参加経験者
へ
　の優先情報提供。
・白山市のLINEに「さとやま事業」の案内を掲載。

＜白山ろく少年自然の家＞
・ホームページの内容の充実(パソコンだけでなく、スマホや
　タブレットからも利用しやすいシステムに更新。プライバシー
　ポリシーを公開)。
・施設利用をＰＲするためにのチラシを作成し、学校、教育セン
　ター、公民館等を訪問。
・白山市校長会議にて本年度の概要を説明。

　中期経営目標
　（R4～R8）

＜白山青年の家＞
　①利用者数を５年間で７％増加させます。
　②利用者アンケートによる満足度は、引き続き９５％以上を維持
    します。

＜白山ろく少年自然の家＞
　①利用者数を５年間で４％増加させます。
　②利用者アンケートによる満足度は、引き続き９５％以上を維持
    します。

項　目 実施内容

①　サービス向上・利用
    促進

【共通】
１　職員の資質向上研修会
　　・石川県青少年教育施設協議会資質向上研修会の受講
　　・東海北陸地区青少年教育施設協議会に参加（白山青年の
家）
　
２　利用者の意見の把握・対応
　　・利用団体アンケートの実施
　　　　　　白山青年の家　41件、白山ろく少年自然の家　66件

３　自主事業の企画・実施
　＜白山青年の家＞
　　・さとやまサロン（ 5事業87人参加）
　　・いしかわ子ども自然学校の実施（ 15事業 374人参加）

　＜白山ろく少年自然の家＞
　　・「ジオツアーズ」の実施　（ 3回／ 73人参加）
　　・小学校への事前出前講座の実施（ 41団体／ 3,084人受講）
　　・いしかわ子ども自然学校の実施（ 14事業／ 439人参加）

様式



２　中期経営目標の進捗状況

＜白山青年の家＞

＜白山ろく少年自然の家＞

※基準値は中期経営目標における基準値

＜利用者数、貸館稼働率など利用指標に係る増減理由＞

＜白山青年の家＞

＜白山ろく少年自然の家＞

＜利用者アンケート結果＞

＜白山青年の家＞ （令和５年４～１２月実施　有効回答数 利用者サービス40件、施設の維持管理41件）

＜白山ろく少年自然の家＞ （令和5年4月実施　有効回答数66件）

指　標 対前年度増減理由 対基準値増減理由

　利用者数
コロナ禍がおさまり、徐々に平常な
生活にもどりつつあり、利用団体が
増加した。

プログラム内容(・オリエンテーリ
ング的な内容のものは、時間、人数
によって変更できるようにしてい
る。・ジオサイトの説明についてわ
かりやすく伝わりやすいものに念差
し、好評である。)を改善、開発し
体力のない子でも活動できるように
配慮した。また、魅力あるプログラ
ム、五感で味わえる活動内容を意識
した。(コロナ禍で体力が落ちてい
る傾向があるため。)

項　目
回　答

良い 概ね良い やや悪い 悪い

　利用者サービス(%) 87.5 12.5 0.0 0.0

　施設の維持管理(%) 80.5 19.5

利用者サービス(%) 99.7 92.6 100.0 100.0 .0㌽ .30㌽

施設の維持管理(%) 97.1 72.2 94.5 95.3 .80㌽ -1.80㌽

(3) 利用者アンケート
　　における満足度

6,861人 11,423人 10,122人 88.6% 59.2% 17,800人

(2) 貸館稼働率(％) .0㌽ .0㌽

測定指標
H29～R1
年度平均
(基準値)

R3年度 R4年度
前年度比 基準値比 R8年度

(目標値)
R5年度

.0㌽ .0㌽

(1) 利用者数（人） 20,772人 4,483人 8,329人 96.5% 38.7% 22,250人

(2) 貸館稼働率(％)

8,034人

利用者サービス(%) 99.0 91.0 100.0 .0㌽ 1.0㌽ 95.0

(3) 利用者アンケート
　　における満足度

100.0

95.0

指　標

　利用者数

施設の維持管理(%) 99.5 94.0 91.1 8.90㌽ .50㌽

対前年度増減理由 対基準値増減理由

令和6年1月に発生した能登半島地震
で被災した輪島市内中学生を受け入
れることとなり、１月から３月に予
約されていた利用団体をキャンセ
ル、及び主催事業等中止したため。

基準値となる年度は企業研修や学校
研修を当施設で行っていたが、コロ
ナ禍以降はほぼ無くなった。また、
各種団体の利用も減少していたが、
徐々に回復の兆候が見えており、５
年度も避難所開設がなければ利用者
が１万人を超える予定であった。

100.0

測定指標
H29～R1
年度平均
(基準値)

R3年度 R4年度 R5年度
前年度比 基準値比 R8年度

(目標値)

(1) 利用者数（人） 17,105人

0.0 0.0

項　目
回　答

良い 概ね良い やや悪い 悪い

　利用者サービス(%) 73.8 26.2 0.0 0.0

　施設の維持管理(%) 29.7 65.6 3.1 1.6



３　施設等の維持管理

＜白山青年の家＞

＜白山ろく少年自然の家＞

４　管理運営体制

＜白山青年の家＞

＜白山ろく少年自然の家＞

(1) 緊急時の対応・安全
　　管理などの危機管理

・災害及び事故等の緊急時対応計画に基づく危機管理マニュアル
を
　職員に周知徹底。活動場所の安全確認を定期的かつ必要に応じ
て
　随時実施
・消防訓練の実施年2回（5/10[応急処置]、2月避難所運営のため
実
　施せず）

(2) 個人情報の管理状況
・基本協定（個人情報の取扱いに係る特記事項）に基づき、適正
に
　管理

(2) 設備保守点検

・電気設備保守年６回、消防設備保守年２回、
  昇降機設備保守年４回、
　貯水槽清掃年１回、ボイラー保守年１回、
  地下タンク検査３年に１回

項　目 実施内容

項　目 実施内容

項　目 実施内容

(1) 清掃

・日常清掃（宿泊部屋、研修室、食堂、トイレ、浴室、
  体育館等）　随時
・定期清掃（廊下、研修室、食堂、体育館等の洗浄とワックス
  掛け）年３回

(1) 緊急時の対応・安全
　　管理などの危機管理

・危機管理マニュアルを作成し、それに基づき対応している。
・災害及び事故等の緊急時対応計画に基づき、対応手順の確認や
  消防訓練を実施（消防訓練１０月）

(2) 個人情報の管理状況
・基本協定（個人情報の取扱いに係る特記事項）に基づき、適正
に
　管理

(3) 植栽維持管理
・敷地内の専門業者による樹木剪定及び伐採はその都度
・道路、駐車場、グラウンド等の除草は適宜

(4) 警備 ・施設内及び敷地内周辺の職員による施錠と見回りは毎日

(5) 小規模修繕
・厨房自動洗米機、照明器具、空調機、公用車、トイレ、誘導灯
  等の取替及び修繕

(1) 清掃
・日常清掃（床清掃、ゴミ処理等）：毎日１回～２回
・定期清掃（廊下等の床洗浄、ワックス掛け）：年３回

(2) 設備保守点検
・電気設備：年６回　・消防設備：年２回
・給排水衛生設備：年１回　・積雪期の降雪量：降雪時適時

(3) 植栽維持管理
・日常業務として適時　・敷地内の樹木の剪定：適時
・花壇の整備：適時　　・下草刈り：適時
・芝生広場の刈り込み：適時

(4) 警備
・施設全体の警備（常駐、夜間警備、巡回警備等）及び駐車場管
理
　を毎日実施

(5) 小規模修繕
・固定電話の更新
・ボイラー修繕

項　目 実施内容



５　収支状況

 (1)　使用許可等の状況

 (2)　使用料の収入実績（利用料金の収入及び減免の状況）

＜白山青年の家＞ （単位：千円）

＜白山ろく少年自然の家＞ （単位：千円）

 (3)　収支決算

＜白山青年の家＞ （単位：千円）

＜白山ろく少年自然の家＞
（単位：千円）

　収支差額　①－② 375

　その他 13,593

　合　計　　① 40,656 　合　計　　② 40,281

収　入 支　出

　指定管理料 29,840 　人件費 21,794

収　入 支　出

　指定管理料 30,344 　人件費 19,336

項　目 収入額 減免額 減免理由

白山ろく少年自然の家 113 0

項　目 許可件数 不許可件数 不許可理由

白山青年の家 120 0

0

食事料 5,148 0

　合　計 233 0

項　目 収入額 減免額 減免理由

宿泊料 1,624

冷暖房費 233 0

　合　計 7,005 0

食事料 7,200 0

寝具料 838 0

暖房・スキー用具料等 9

　その他 14,755

　利用料収入 7,005 　光熱水費 5,670

　その他 2,210   修繕費 484

0

　合　計 8,047 0

　合　計　　① 39,559 　合　計　　② 40,245

　収支差額　①－② -686 

　利用料収入 8,047 　光熱水費 2,795

　その他 2,769   修繕費 2,099



６　利用者からの意見、苦情、要望

＜白山青年の家＞

７　事故、故障等

＜白山青年の家＞

８　その他報告事項など

年　月 内　容 対　応

　令和５年７月 消灯を２３時まで延ばしてほしい。
起床から就寝まで生活時間が定められて
おり、理解していただくようお願いし
た。

年　月 内　容 対　応

　令和５年７月 自販機を設置してほしい。 令和６年度より１台設置

　令和５年６月
アレルギーの子が増えているので詳細な献
立表があると助かる。

依頼があれば、その都度詳細なメニュー
表を作成している。

　令和５年５月
いしかわ子ども自然学校の事業で夜の
活動中に子どもが側溝に落ちた

体に異常がないか聞き取り及び目
視・触診で確認後、救急に連絡し詳
細な検査をしてもらった。
（軽い打撲）

「身近な場所に危険は存在する」と
いうことを改めて説明し注意を促す
とともに、活動時に施設外での危険
と思われる場所に人を配置し再発防
止に務めた。



９　評価結果

○　評価基準

　　　Ａ（優）　：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている

　　　Ｂ（良）　：仕様書等に定める水準を上回っている

　　　Ｃ（可）　：概ね仕様書等に定める水準どおり実施されている

　　　Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある

○　総合評価

　　　Ａ（優）　：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている

　　　Ｂ（良）　：優れた管理運営がなされている

　　　Ｃ（可）　：適正な管理運営がなされている
　　　Ｄ（不可）：改善が必要である

10　助言・指摘事項

(2) 施設等の維持管理 Ｂ

・利用者の快適性や安全性を考慮し、施設の修繕等に
積極的に対応している。
・施設内は常に清潔に保たれており、適切な管理が行
われている。また、様々なコロナ対策が施されてお
り、利用者の目線での対応がなされている。
・多くの施設を運営する指定管理者のスケールメリッ
トを活かし、物品の共同購入や保守点検の一括した業
務委託をすることで、経費の削減に努めている。

(3) 管理運営体制 Ｂ

・教育施設としての機能が発揮できる、適切な職員の
配置がなされている。
・緊急時の連絡体制や消防計画などが定められ、消防
訓練を実施するなど安全対策が適切である。
・大学生等のボランティアを積極的に受入れ、きめ細
やかな指導ができる体制を整えている。

評価項目 評価 所見（工夫・改善点）

(1) 中期経営目標の達成に向
　　けたサービス向上・利用
　　促進等の取組

Ｂ

・学校・公民館を訪問して直接施設のＰＲを行うとと
もに、ホームページを随時更新して、イベントや体験
プログラムなどの情報を発信し、利用者増に努めてい
る。
・スマートフォン対応のホームページとして全ページ
を刷新する（白青）、ホームページの内容を充実する
（白山ろく）など、利用者の利便性を向上する取組を
行っている。
・地域人材を生かした自主事業「さとやまサロン」を
開催し、地域と連携したプログラム作りに努めてい
る。（白青）
・小学校を対象とした合宿事前指導の出前授業は、小
学校から好評であり、仕様書等に定める水準以上の
サービス向上へ向けた取組である。

総合評価 Ｂ
・仕様書等に基づき適切な管理運営を行うとともに、
利用者満足度の高いサービスの提供に積極的である。


